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4つの海溝型地震による土砂災害地点の分布図（井上，2013）



図2.1と2.2
宍倉正展（2008）



大正十二年関東震災地
垂直変動要図
（日本地図センター2008）



図2.3 諸井･武村（2002）



表2.1　関東地震による住宅被害数および死者数の集計（諸井・武村2004）

住　家　被　害　棟　数 死者数（行方不明者を含む）
府　県 （うち） （うち） 流失 住家 流失 工場等

全潰 非焼失 半潰 非焼失 焼失 埋没 合計 全潰 火災 埋没 の被害 合計
東京府 24,469 11,842 29,525 17,231 176,505 2 205,580 3,546 66,521 6 314 70,387

神奈川県 63,557 46,621 54,035 43,047 35,412 497 125,577 5,795 25,201 836 1,006 32,838

千葉県 13,767 13,444 6,093 6,030 431 71 19,976 1,255 59 0 32 1,346

埼玉県 4,759 4,759 4,086 4,086 0 0 8,845 315 0 0 28 343

山梨県 577 577 2,225 2,225 0 0 2,802 20 0 0 2 22

静岡県 2,383 2,309 6,370 6,214 5 731 9,259 150 0 171 123 444

茨城県 141 141 342 342 0 0 483 5 0 0 0 5

長野県 13 13 75 75 0 0 88 0 0 0 0 0

栃木県 3 3 1 1 0 0 4 0 0 0 0 0

群馬県 24 24 21 21 0 0 45 0 0 0 0 0

合　　計 109,713 79,733 102,773 79,272 212,353 1,301 372,659 11,086 91,781 1,013 1,505 105,385

（うち）

東京市 12,192 1,458 11,122 1,253 166,191 0 168,902 2,758 65,902 0 0 68,660

横浜市 15,537 5,332 12,542 4,380 25,324 0 35,036 1,977 24,646 0 0 26,623

横須賀市 7,227 3,740 2,514 1,301 4,700 0 9,741 495 170 0 0 665

住家被害棟数の合計は，重複を避けるために，非焼失分と焼失，流失埋没の合計とする。



関東大震災による林野被害区域「山崩れ地帯」概況図（内務省社会局，
1926）と土砂災害地点166箇所（井上2013），▲びゃくを追記



関東地震による土砂災害一覧表（井上，2013，一部修正）



旧東京市の各町丁目
における被害要因別
の死者数と震度分布
諸井・武村（2006）

陸軍被服廠跡
44000人焼死



中村清二（1925）をもとに作成，
西田幸夫（2008）

●

被服廠跡



横綱町公園

東京都慰霊堂
2005年10月井上撮影



東京都慰霊堂

2005年10月井上撮影



東京都復興記念館
2005年10月井上撮影



東京都復興記念館内の

アメリカ国内の義捐金
募集ポスター
2005年10月井上撮影



大正12年（1923）9月
12～15日の連続雨量
（建設省土木研究所，1995）

大正12年（1923）8月31日
の日雨量 （井上1995）



神奈川県震災荒廃林野復旧事業図（1930），神奈川県森林再生課蔵



神奈川県震災荒廃林野復旧事業図（1930），神奈川県森林再生課蔵



1/20万帝国図「横須賀」図幅，1/5万「玖須美」「稲取村」「北條」の調査結果を取りまとめたもの



1/5万震災地応急測図「小田原」「松田惣領」



箱根火山の地質図（1/5万）
日本地質学会国立公園地質リーフレット編集委員会（2007）



地保全図（相模湾北西地区）災害履歴図（国土庁土地局1992）



小田原警察署管内の主な土砂災害
（神奈川県警察部編纂1926）
背景は旧版地形図1/5万「小田原」図幅（1906）



内田一正（1975）：
白糸川流域（根府川集落
と駅）の土砂災害状況図





白糸川の土砂移動
状況状況平面図
内田一正（1975）



大洞

4ｋｍ

根府川集落

白糸川

土石流の発生源と流下ルート

1923年9月1日に発生した関東大震災により、白糸川上流の大洞で大崩壊が発生し、

崩壊土砂が白糸川沿いに土石流となって流下し、河口に達した。これにより根府川

集落の大部分が埋め尽くされ、約300名が犠牲となった。

この災害の現場を調査し、発生の原因を究明しようとするものである。



南嶺（湯王）

北嶺

側面から見た大洞。両方の山体の東側は刃物で

切り取ったような形状である。

関東地震出の土石流の源頭は北嶺の斜面と推定されるが、

南嶺も過去に大崩壊を起こした可能性がある。

岩盤が露出した崖

13・4・13茅野撮影



白糸川上流・大洞の
大規模深層崩壊地

2005年12月井上撮影
推定崩壊土量，108万m３



南 嶺

北 嶺

テンションクラックテンションクラックテンションクラックテンションクラックテンションクラックテンションクラック

北 嶺北 嶺

南 嶺
（湯王）

北 嶺北 嶺
北 嶺

北 嶺

崩壊源頭の崖

流れ山

小田原城カントリークラブアクセス道路

白糸川

ガレ場

林道

ターンパイクから上部林道を通り、大洞地点を目指した



源頭部上部の状況

南嶺山頂部のテンショ
ンクラック その1

12・12・15茅野撮影

南嶺山頂部のテンション

クラック その2

13・4・13茅野撮影

北嶺 崖上部

岩塊と崖錐堆積物が分布

雑木林となっている

13・4・13茅野撮影



源頭下の状況 その1 岩盤露出崖の全景

直高≒40ｍ 幅≒70ｍ

勾配≒70°

崩壊により溶岩円頂丘
の芯の部分が露出して
いる。

岩種は、無斑晶質安山
岩～デイサイト。

‘13・2・28 茅野撮影

崖上部の状況。破線より左側は板状節理が発達。

右側は亀裂多いが、概ねマッシブ。

崖下のガレ場。薄い板状の岩片が散乱している。

岩片は絶え間なく落下している模様。



国有鉄道熱海線白糸川上流・大洞の深層崩壊 （復興局，1927）

大洞崩壊地下部の流れ山地形 （2012年12月15日相原撮影）



崩壊形状

の再現

崩壊前の大洞の

地形図。

現在、北嶺東側の沢
状となっている部分
は、崩壊前は尾根で
あったことが読み取
れる。



崩壊前の地形復元 平面図

崩壊の開始位置は

勾配変化点付近 等高線は両側の尾根に
擦り付くような形状



縦 断 図



崩壊土量の計算、茅野の推定

•崩壊部分の平面積 Aa=80,000㎡

•縦断図上の崩壊土砂断面積 Ab=14,320㎡

•崩壊範囲基線延長 L=560ｍ

•平均幅 B=80,000/500=140ｍ

•崩壊土量は、縦断図位置での断面積が最大で、

両端部が0であるとして

V=Ab×Ba×1/2＝14,320×140×1/2＝1,000,000ｍ3



根府川集落を埋没させた土石流（大震災写真帖,1927）



白糸川釈迦堂の釈迦如来
釈迦尊像は寛永九年（1632）と正保四年
（1647）、慶安元年（1648）の地震に死者を弔
うため、岩泉寺境内の岩盤に長十郎重友が
刻んで建立した。万次二年（1659）の大洪水
で岩泉寺は高台に移転。
関東地震前は目線より高い位置に存在した。



岩泉寺境内にある
関東大震災の慰霊碑

根府川駅横の
殃死者菩薩慰霊塔

（2012年12月井上撮影）



釜井俊孝(1991)より

One

Slum
p

Translatio
nal ｓｌｉｄ
ｅ

根府川駅地すべりと海底地形
の音響測深結果
釜井（1991）との比較
実際の海底においては、地すべり地形は
広範囲に分布している事が明らかになった。
東海大学海洋学部坂本准教授未公表資料



写真5.33 寒ノ目隧道と土石流
で被災した116列車の機関車

（復興局1，927）
真鶴町，松本農園所有

写真7.2 吉浜村（現湯
河原町）東通りの県道
と軽便鉄道の崩壊状況

（復興局，1927）
真鶴町，松本農園所有



根府川から駅から海に転落した列車
「七台ノ内五台埋没セリ」（復興局1927）

真鶴町，松本農園所有



伊東市での津波被害

大震災写真帖（1927）



伊勢原市大山周辺で14日後に発生した土石流の被害分布 （建設省砂防部，1995）

写真4.13



伊勢原市大山町開山町の土石流による被害 （伊勢原市教育委員会蔵）



国有鉄道 東海道本線山北谷我 間箱根
第三号及び第四号隧道間の山崩れ
（復興局1927）

地震動が収まってから、斜面上部から崩壊し、酒匂川を閉塞した。土石流は鉄道の
第3号と4号隧道の間を通過、酒匂川を堰き止めた。18時頃、天然ダムは決壊した。

東海道本線箱根第三號
及び第四號隧道間
山崩図（復興局1927）



山北町玄倉恩賜林大崩壊

（神奈川県森林再生課蔵）

玄倉集落南の斜面で300万ｍ３の
地すべり性崩壊を起こし、土砂が
玄倉川まで流出した。人家は対岸
の台地にあり、被害はほとんどな
かった。

現状写真 井上撮影



山地崩壊 山北町・山神峠より恩賜林を望む

1926年9月撮影（神奈川県森林再生課蔵）



震生湖周辺の現地見学会のルート
（秦野市1/10000平面図に追記）



関東地震により形成された

震生湖（寺田・宮部，1932）

関東地震により形成された
震生湖
1/2.5万旧版地形図
「秦野」図幅（1929年修正測図）



秦野市震生湖
（2005年10月井上撮影）
関東ローム層がスランプ状の
崩壊を起こし、天然ダムを形成
した。決壊せずに現存し、市民
公園となる。



震生湖地すべり
の横断面図
（秦野市1/2500
平面図より井上作成）

PQ断面における断面図
鎖線は震災前の谷の形状
（寺田・宮部1932）



大磯丘陵北部コース案内図
（神奈川の自然をたずねて
編集委員会2003）

市木沢の河床縦断面
（秦野市1/2500平面図より作成）



左：土志田達治撮影加筆（9月27日），
右：相原延光撮影加筆（10月12日）
TP：東京軽石層（降下テフラ）、
T(pfl)：東京軽石流、MP：三浦軽石層、
F⇔F’：正断層



津久井町鳥屋・馬石 地震峠
串川右岸側の斜面が地すべり性崩壊（50万ｍ３）
を起こし、天然ダムを形成した。埋没人家5戸・水
没5戸、死者16名。上流500ｍまで水没したが、
閉塞土砂を取り除いたため、二次災害は免れた。

地震峠の慰霊塔
（2006年10月井上撮影）



相川町馬渡の地蔵菩薩
中津川右岸の斜面1万ｍ２が崩壊し
た。家屋5戸が埋没し、死者15名。



神奈川県東部の土砂災害分布図（井上，2003）



横浜火災延焼状況図
内務省社会局（1926):大正震災志



O.M.プールの逃避行ルートの地形と地質
【電子国土Web.NEXT(試験公開)より土地条件図を引用】



横浜村と新田開発と地盤強度

横浜村外六ヶ所村之図嘉永七年（1854）

横浜は砂州と埋め立て



震災地応急測図1/2
万「横浜」「保土ヶ谷」
「神奈川」図幅
（1906年測図）
（日本地図センター，2008）

沖積地に見周していた
横浜市街地は地震で倒潰す
るとともに、その後の延焼で
ほとんど焼失した。
赤のハッチが焼失範囲



横浜中心部の震災
直後の航空写真
関東震災画報第二輯



神奈川県（1927）：大震災写真帖



旧横浜市内の
傾斜量分布図と
土砂災害地点
（井上誠氏作成）
プール氏
の逃避行ルート
1/1万旧版地形図
横浜近郊南部
（1922年測図）



プールの逃避行ルート（赤線）と現地見学会ルート（緑線）



神奈川県立歴史博物館
（旧横浜正金銀行）

ドットウェル商会の位置
（現在のJALシティホテル）

中華街横の
加賀町の通り
（スワンプと呼ばれ，
沼地となっていた）



元町から浅間山に向う百段
（百段公園にある陶板写真）

震災後移設された百段
東側の尾根線に再建されている

百段のあった急崖で崩落した
急傾斜地崩壊対策事業を実施

井上撮影



元町百段公園（元浅間山）
（横浜ランドマークタワーが見える）

再建されたフェリス女学院
（旧版地形図（1922）1/1万では，
布恵利須女学校と記載）

百段公園から中華街を望む
（眺望が良く外国人も良く来た）

井上撮影



フェリス女学院150年史編纂委員会（2010）
『関東大震災女学生の記録』の表紙
女学生の記録の横浜市内の被災地
『大震火災遭難実記』の原本
国語教師寺田醇造が上級学年の生徒に震災体験を和紙に
墨で書かせた作文集で，震災の貴重な記録となっている。
関東地震によって，女学院の校舎は崩壊・焼失し，
校長に なって間もないカイパー先生は殉職された。



震災後移設された元街小学校

山手資料館
（1909年に本牧・中澤邸として建設）
（1977年に移設して山手資料館開館）
（89番地の義父・キャンベル家付近）

エリスマン邸（元町公園）
（68番地のプール家付近）

井上撮影



外人墓地から関内を望む
（本震・余震で表層すべりを起こした）

ゲーテ座劇場（明治18年
（1885）に設立，震災で焼失）

昭和55年（1980）に岩崎博物館建設

外人墓地横の貝殻坂
（震災時，崩壊・地すべりが頻発した）

井上撮影



写真6.21 港の見える丘の急崖から
北東方向の埋め立て地を望む

写真6.22 上記の急崖で崩壊対策
を実施中（2005年2月井上撮影）

写真6.23 急崖部の上には県立近代
文学館が建設された



急崖部には遊歩道が建設
され崖下に降りられる。

急崖部には急傾斜地
対策工を実施

北西側の急崖部の上には
人家が建ち並ぶ

(2005年2月井上撮影)



神奈川県東部の土砂災害分布図
井上・伊藤（2006）：1923関東大震災，中央防災会議・災害教訓の継承に関する専門調査会



1/5万秘図地域「横浜」「藤沢」「大磯」図幅



焼失したる横須賀市街地
山崩れのため埋没した横須賀市街
（神奈川県，1927）

大正十二年九月一日横須賀市震災要図
（横須賀市震災誌刊行会1932）と土砂災害地点



横須賀市全体の犠牲者500人を祀る
停車場通にそう見晴山が高さ10丈(30m)、
厚さ10数間(18m)、長さ4丁(436m)にわたり
崩壊、道路及び道路を隔てた海軍工廠内
海軍軍需庫の一部と通行人50名を埋没し、
通行途絶した。復旧工事の際、崩壊土砂は
大滝町の埋立地まで運ばれた。

横須賀市港町
見晴山の大震災
遭難者供養塔



浦賀港の渡し対岸
の愛宕山を望む
愛宕山の山腹はほとんど崩れ、
人家74戸，住民100余名埋没

浦賀港の大震災慰霊塔
井上撮影







鎌倉鶴ヶ丘八幡宮

舞殿の倒壊

大震災写真帖（1927）



左写真 朝夷奈切通の石碑
右写真 県道・朝比奈切通し
鎌倉から東側の海岸に抜ける県道とし
て開通したが，崩壊や落橋で復旧が一
番遅れた。（2005年5月井上撮影）



亀ヶ谷切通し
飯島道の小坪トンネル

乱橋材木座から逗子方面に向かう小坪隧道
の坑口の崩落で交通遮断し、1名死亡した。

（2005年10月井上撮影）



鎌倉長谷の

大仏の揺り出し

35.8cm前に動く

鎌倉震災誌（1932）

大仏の地震による揺り出し
（鎌倉町役場，1930）

鎌倉・長谷の大仏
大震災写真帖（1927）



N

千葉県南部の
土砂災害分布図

（42箇所）

5：富浦町富浦隋道
国鉄坑口倒壊
19：館山市那古山
死者12人，倒壊12戸
19-2：館山市崖観音
死者11人，観音堂は倒潰
20：和田町白渚
山林崩壊，天然ダム
宝永地震（1707）大崩壊
23：市原市上原
養老川右岸浅間山崩壊
26：袖ヶ浦市富川橋
小櫃川右岸崩壊
27：君津市人見妙見山
絶壁崩壊白糸川閉塞
35：君津市秋元村
裏山崩壊，死者5人
37：富津市鋸山
採石場崩壊，死者7人



関東地震後調査による

房総地域地質図
（地質調査所，1925aに
土砂災害地点を追記）

井上（2013）



崖の観音（激震により崩落し，
大正14年（1925）に再建された
船形町の背後の斜面には，俗に「崖の観音」があ
る。この観音堂は，京の清水寺観音堂のように張
り出して建てられていたが，激震により一たまりも
なく崩落した。崖下の母寺も庫裏も空しく倒潰した。
現在の観音堂などは，大正14年（1925）に再建さ
れた。其の北隣の丘腹に建設された東京市養育
園安房分院の院舎数棟も全潰して，収容中の院
児10名と職員1名が死亡した。

那古観音
と下部斜面の急崖部
県道筋の人家12戸が全壊し，
3名が即死した。

2013年6月井上撮影



朝日新聞11月12日夕刊
田沢堅太郎氏（気象庁大島測候
所・元調査官，1954年赴任，
現在大島在住，86歳）

柳田国男編（1977）：伊豆大島方
言集，国書刊行会
ビャク：崖の斜面
ビャクガクム：崖が崩れる
ビャクガオス：山ずりして土砂が

押出す
藤井正二・元村読書会（1987）：
島ことば集－伊豆大島方言－
ビャク：山津波
びゃく（崖崩れ）：千葉，八王子，
神奈川

藤井伸（2013）：しまことば集，
伊豆大島方言
ビャク１：崖の斜面，崖そのもの
ビャクガクム：崖が崩れる
ビャクガオス：山ずり（活断層が
ずれることか）して土砂が押出す
ビャク２：山津波。土石流。山崩れ。
鉄砲水 94



狩野川台風
1958年

割れ目噴火
1986年

大島元町の災害履歴図 95

大島元町周辺の火山噴火
・大火・土砂災害の分布



96

山北町立三保中学校（1972）：
美しい三保の試練、82p.

昭和47年（1972）7月12日
神奈川県山北町三保・清水・共
和地区を中心とした集中豪雨は
、数時間で500mmを超え、激甚
な被害を与えた。
死者6人，行方不明3人、
流出・埋没・全壊家屋65戸
この文集は、三保中学校・小学
校の生徒の体験録をまとめたも
のである。
「まだ，ほの暗い朝，父が一生
懸命に，家の方へ流れて来る水
をせき止めていた。その時一度
目のびゃくが来た。おじいちゃん
は，ものすごい声を張り上げて，
父にびゃくが来たぞ―早く逃げ
ろ―といった。幸いにも私の方
へは来なかったが，同じ場所か
ら二度目のびゃくが出た。・・・」
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山北町立三保中学校（1972）： 美しい三保の試練、82p.

被災前の箒沢集落

被災後の箒沢集落

箒杉のみが
残っている



1994年

③

①

②

④
⑤

町田市域の「びゃく」
①薬師池「野津田年代記」
田中正大（2013）コレジオ52号
享保十三年（1723）九月一日
の豪雨で鎌倉街道が崩壊，
薬師池の4割が埋まる。
②東玉川4丁目のびゃく池
成瀬郷土史研究会（1985）
安政地震（1855）で、山が崩れ
、池が出来て、灌漑用水池に
現在はバスの折り返し地点
③玉川学園「駅前花壇」
田中正大（2009）コレジオ39号
芝生谷戸、西側は急崖が続き
、びゃくの発生を恐れた。
小田急線の開発前から崩壊
高さ20mの急崖で花壇造営
④金井大ビャク児童公園
⑤金井大ビャク第２公園
大ビャク駐車場

田中正大（2009）コレジオ39号

井上（2014b）
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①薬師池「野津田年代記」
田中正大（2013）コレジオ52号
享保十三年（1723）九月一日
の豪雨で鎌倉街道が崩壊，
薬師池の4割が埋まる。
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③玉川学園「駅前花壇」
田中正大（2009）コレジオ39号
芝生谷戸、西側は急崖が続き、
びゃくの発生を恐れた。
小田急線の開発前から崩壊
高さ20mの急崖で花壇造営



④金井大ビャク児童公園
⑤金井大ビャク第２公園
大ビャク駐車場

田中正大（2009）コレジオ
39号
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